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青
少
年
を
非
行
か
ら
守
0
1
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
万
作
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…
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…
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明
る
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
開
催

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
わ

た
し
た
ち
大
人
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
で
す
。

　
そ
の
願
い
を
込
め
て
、
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
ガ
フ
月
３
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
、
多
数
の
町
民
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
の
様
子

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
ゆ
る
や
か

な
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
依

然
と
し
て
、
主
要
刑
法
犯
検
挙
人
員

の
半
数
以
上
を
少
年
が
占
め
る
状
況

が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
１
４
歳
か
ら

１
６
歳
ま
で
の
低
年
齢
層
の
少
年
や
経

済
的
に
も
不
自
由
の
な
い
ご
く
普
通

の
家
庭
の
少
年
に
よ
る
非
行
の
占
め

る
割
合
が
高
い
と
い
う
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
享
楽
的
風
潮

や
有
害
図
書
の
は
ん
濫
、
地
域
社
会

に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
蒋
化
な
ど
、

青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
の
悪
化
に
よ

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
っ
と
い
は
、
こ
れ
ら
に
対
処

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
実
践
す
る

こ
と
を
宣
言
し
、
町
民
運
動
の
推
進

を
図
る
う
と
い
う
も
の
で
す
。

W

几
妬
。
ぷ
ふ
ぶ
’
尽
‘
『
。
、
’
、
、
　
　
　
　
ｘ
　
％
％
％
％
く
％
％
♂

⑤
大
』
會
喩
ｓ
毘

１
　
一
ケ
恪
に
、
深
い
愛
情
と
厳
し
さ

を
も
っ
て
接
し
、
相
互
の
信
頼
感
を

は
ぐ
く
み
、
過
保
護
、
過
干
渉
、
放

任
に
陥
る
こ
と
な
く
子
供
の
忍
耐
力

と
克
己
心
を
培
い
ま
す
。

２
　
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
運
動
、

他
人
の
子
供
も
し
か
れ
る
運
動
を
進

め
、
地
域
社
会
の
中
に
、
ど
の
子
供

に
も
目
を
向
け
る
姿
勢
と
連
帯
の
意

識
を
育
て
ま
す
。

３
、
青
少
年
に
と
っ
て
望
ま
し
い
生

活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
テ
レ
ク
ラ
、

有
害
ビ
デ
オ
、
ビ
二
本
自
販
機
な
ど

の
有
害
環
境
の
浄
化
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
ま
す
。

４
　
暴
走
族
を
追
放
す
る
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
‥
‥
‥
は
、
ハ
木
良
之
実
施
委
員

長
を
け
じ
め
、
関
係
機
関
団
体
代
表

の
清
水
町
長
並
び
に
天
谷
栃
木
警
察

署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
中
学
生
・

高
校
生
∴
般
の
４
人
の
青
少
年
健

介
育
成
主
張
発
表
及
び
橋
詰
入
貧
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
一
　
般
　
　
　
　
　
小
林
和
歌
子

　
　
「
海
の
向
こ
う
側
」

○
壬
生
高
３
年
　
　
　
飯
塚
麻
衣
子

　
　
「
友
」

○
壬
生
中
３
年
　
　
　
伊
潭
　
敏
活

　
「
部
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

○
南
犬
飼
中
３
年
　
　
粒
良
　
知
加

　
　
「
自
分
の
主
張
と
個
性
」

主
張
発
表
を
行
う

　
　
小
林
和
歌
子
さ
ん

　
　
　
　
　
）

主
張
発
表
者
と

　
標
語
入
貧
者
の
み
な
さ
ん

■
址
優
秀
　
壬
生
中
　
荒
川
　
智
美

　
『
ふ
れ
あ
い
が
　
あ
ふ
れ
る
家
族
に

　
非
行
な
し
』

■
優
　
秀
南
犬
飼
中
越
塚
美
智
子

　
『
強
い
意
志
　
自
分
で
開
く

　
自
分
の
未
来
』

■
優
秀
賞
　
壬
生
中
　
清
水
　
淳
子

　
『
少
年
の
　
非
行
を
防
ぐ

　
良
い
環
境
』

■
住
　
作
（
氏
名
の
み
）

志
村
正
人
、
関
口
智
恵
子
、
新
井
清
香

金
小
跡
恵
美
…
…
（
壬
生
中
）

寺
内
夏
子
、
田
漫
誠
史
、
静
　
信
次
郎

（
南
犬
飼
中
）
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「生涯スポーツ」の推進役

　　壬生町体育指導委員19名

　　「町民１人１スポーツ」を目指して、体育・スポー

ツの普及、発展に活躍していただく壬生町体育指導委

員（町教育委員会委嘱）のみなさんの活動が、いよい

よ本番を迎えました。

　今年度は、本町で開催される県レクリエーション地

方大会に向けて、主に軽スポーツの自己研修や町民各

層への普及活動に力を入れていただいています。また、

委員の自主的活動組織である体育指導委員会が、今年

度より研修部、指導部、広報部、女性部の４部会制を

とり、さらに活発な活動が行われています。

　地域でスポーツ活動を行う時には、ぜひご相談くだ

さい。

○連絡先

　壬生町教育委員会社会体育課（�８２－２３４５）

　　　体育指導委員

朧朧朧 順膳順順漸 順順万言順
鈴木　正浩 バレーボール 安塚1087

柳沢　健一 バドミントン 至宝二丁目8-7

玉田　　隆 硬式テニス 中央町1ト16

]中島よい……義家 サ　ツ　カ　ー 壬生丁281-312
才藤井………y一正

卓　　　　　球 本丸二丁目14-26

柴崎　享子 バレーボール 若草町3-9

小林　悦子 ス　　キ　　ー 壬生甲3803-36

沖　　春雄 レクＵエーション 緑昭二丁目18-3

落合章男 剣　　　　　　道 羽生田1573
……,|石崎………回]典子

卓　　　　　球 壬生丁112-1

1

万石i川j
jj

……

ﾚ､う万……………茂､
､

､
j゛

テ　　ニ　　ス 壬生丁135-7

神長雪男 バスケット 上稲葉1808

斎田　晃男 テ　　ニ　　ス 壬生甲3808-30

高橋良子 ス　　キ　　ー 安塚2090-4

顛葉一男 陸　　　　　上 壬生乙2946-2
ｽ
……

,J

梁川

…

……

,………

……恵子

1ﾔ

バレーボール 助谷947

ｿﾞ鴻鵠万)jj]1ﾂ回班苦…………j

エアロビクス いずみ6-2

ぐ……篠原自記莞ﾐ
バドミントン 七ツ石551

玉田　俊二 レクＵエーション 至宝一丁目4-4

　
第
４
０
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
は
７
月
1
8
目
に
行
わ

れ
、
1
9
投
票
所
で
一
斉
に

午
前
７
時
か
ら
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票

の
結
果
、
投
票
者
数
１
８
、

９
８
５
人
で
投
票
率
は
６
５

・
０
５
％
で
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
同
時
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

当日有権者数 14,228人 14,958人 29,186人

総
選挙

投票者総数 9,437人 9,548人 18,985人

投　票　率 66.33％ 63.83％ 65.05％

国民

審査

投票者総数 9,243人 9,408人 18,651人

投　票　率 64.96％ 62.90％ 63.90％

候
補
者
の
得
票
数

や
ま
お
か
賢
次
（
自
民
）
４
０
３
‐
ｑ
ｌ

植
竹
し
げ
お
（
自
民
）
２
１
５
２

神
田
　
厚
（
民
社
）
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｑ
Ｑ

む
と
う
山
治
（
社
会
１
ρ
り
り
Ｊ
ｒ
ａ

茂
木
と
し
み
つ
　
（
日
新
）
２
２
３
６

し
ん
ど
う
初
洋
（
新
生
）
１
［
Ｄ
８
ｑ
″

ふ
じ
か
け
久
雄
（
共
産
）
　
４
ハ
り
８

青
山
二
三
（
公
明
）
９
乙
（
６
２
４

ふ
じ
お
正
行
（
自
民
）
１
１
９
心
ｒ
Ｄ

投
票
総
数
　
１
８
、
９
８
５
票

有
効
投
票
　
１
８
、
７
２
７
票

無
効
投
票
　
　
　
　
２
５
８
票

平成５年度宝≪･゛･゛iじ1勁･成:事業による

　　コミュニティ活動用備品を設置

　このたび、睦および安塚地区コミュニティ推進協議会

にコミュヽﾆ~ティ活動用のテント、カラオケセット、カメ

ラなどが備え付けられました。

　これらは、平成５年度宝くじの助成を受けて設置され

たものです。

宝
く
じ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
の
備
品
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